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■
守
る
会
が
天
王
原
を
ブ
ド
ウ
畑
に
再
生

■
水
道
料
金
の
見
直
し 

検
討
始
ま
る

■
非
常
時
の
水
道
水
確
保
に
備
え
　「
拠
点
配
水
池
」
の
整
備
が
完
了

明
科
地
域
の
農
業
を
守
る
会
（
池

上
洋
助
会
長
）
で
は
、
荒
廃
し
た
明

科
・
天
王
原
の
農
地
を
ワ
イ
ン
用
ブ

ド
ウ
畑
と
し
て
再
生
す
る
取
り
組
み

を
進
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の
ほ
ど
、

昨
年
初
収
穫
さ
れ
た
ブ
ド
ウ
（
シ
ャ

ル
ド
ネ
種
）
０
・
４
㌧
を
使
っ
た
白

ワ
イ
ン
が
完
成
し
、
市
に
寄
贈
と
報

告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

明
科
・
天
王
原
は
、
か
つ
て
は
地

域
を
支
え
た
桑
畑
で
し
た
が
、
木
が

生
い
茂
り
、
荒
れ
た
農
地
と
な
っ
て

い
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
平
成
25
年
10

市
で
は
12
月
22
日
、
水
道
料
金
の

適
正
料
金
の
あ
り
方
と
そ
の
適
用
時

期
に
つ
い
て
、
市
上
下
水
道
事
業
経

営
審
議
会
（
飯
沼
良
明
会
長
）
に
諮

問
し
ま
し
た
。

市
の
水
道
事
業
は
現
在
、
安
定
的

な
財
政
状
況
を
保
っ
て
い
ま
す
。
し

か
し
、
今
後
、
人
口
減
少
が
見
込
ま

れ
る
こ
と
か
ら
、
水
道
料
金
収
入
の

減
少
が
予
想
さ
れ
る
と
と
も
に
、
耐

震
化
や
施
設
の
更
新
と
い
っ
た
設
備

非
常
時
に
備
え
る
拠
点
配
水
池
と

し
て
整
備
を
進
め
て
き
た
上
長
尾
配

水
池
の
耐
震
化
工
事
が
12
月
20
日
、

し
ゅ
ん
工
し
ま
し
た
。

災
害
な
ど
非
常
時
に
は
、
水
道
管

の
破
裂
な
ど
の
異
常
発
生
が
想
定
さ

れ
、
飲
料
水
を
確
保
す
る
こ
と
や
給

水
活
動
の
拠
点
が
必
要
と
な
り
ま

す
。こ

の
た
め
、
市
内
45
カ
所
あ
る
配

月
に
明
科
地
域
の
農
業
委
員
を
中
心

に
同
会
を
設
立
し
、
約
10
㌶
の
ブ
ド

ウ
畑
づ
く
り
が
始
ま
り
ま
し
た
。
同

会
で
は
、
国
と
市
の
補
助
に
よ
る
資

材
提
供
に
よ
り
、
イ
ノ
シ
シ
や
鳥
な

ど
の
防
護
柵
設
置
に
取
り
組
み
ま
し

た
。
ま
た
、
南
安
曇
農
業
高
校
の
生

徒
な
ど
に
よ
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作
業

な
ど
、
多
く
の
人
の
手
に
よ
り
、
開

墾
作
業
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら

の
成
果
が
実
り
、
3
人
の
耕
作
者
も

公
募
に
よ
り
決
定
し
、
本
年
度
は
約

13
㌧
の
ブ
ド
ウ
が
収
穫
さ
れ
ま
し
た
。

耕
作
者
の
池
上
文
康
さ
ん
は
「
今

後
は
ワ
イ
ン
の
自
家
醸
造
を
目
指

し
、
北
ア
ル
プ
ス
の
眺
望
が
美
し
い

天
王
原
を
ワ
イ
ン
と
ジ
ビ
エ
料
理
が

楽
し
め
る
場
所
に
し
た
い
」
と
抱
負

を
述
べ
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
「
多
く
の
人
の
力
と

固
い
意
志
が
あ
れ
ば
、
困
難
な
農
地

再
生
も
可
能
で
あ
る
こ
と
が
証
明
さ

れ
ま
し
た
。
多
く
の
皆
さ
ん
に
親
し

ま
れ
る
ワ
イ
ン
に
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
励
ん
で
ほ
し
い
」
と
大
き
な
期

待
を
寄
せ
ま
し
た
。

投
資
な
ど
の
財
源
確
保
が
課
題
と
な

っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
現
在
の
水
道

料
金
は
、
超
過
料
金
が
旧
町
村
ご
と

に
違
い
、
不
均
衡
な
状
況
が
続
い
て

い
ま
す
。

今
回
の
諮
問
は
、
今
後
の
財
源
を

確
保
す
る
た
め
に
、
ま
た
、
使
用
者

間
の
負
担
の
公
平
性
を
図
る
た
め

に
、
定
期
的
な
議
論
を
重
ね
、
方
向

性
を
見
出
す
こ
と
を
目
的
と
し
て
い

ま
す
。

水
施
設
の
う
ち
、
水
源
か
ら
直
接
送

水
を
受
け
て
い
る
8
カ
所
の
施
設
を

「
拠
点
配
水
池
」
に
定
め
、
施
設
の

耐
震
化
な
ど
整
備
を
進
め
て
き
ま
し

た
。同

施
設
の
整
備
は
、
稼
働
さ
せ
な

が
ら
工
事
を
行
う
こ
と
が
困
難
で
あ

っ
た
た
め
、
既
存
施
設
の
隣
地
に
建

て
替
え
を
行
い
ま
し
た
。
施
設
内
に

は
、
給
水
車
へ
の
給
水
を
行
う
臨
時

給
水
ス
ペ
ー
ス
や
車
両
の
駐
車
ス
ペ

ー
ス
の
確
保
、資
材
倉
庫
を
設
置
し
、

拠
点
配
水
池
と
し
て
の
機
能
を
強
化

し
て
い
ま
す
。

総
事
業
費
は
既
設
配
水
池
解
体
撤

去
工
事
を
含
め
、
約
4
億
７
０
０
０

万
円
と
な
り
ま
し
た
。

こ
の
工
事
の
完
了
に
よ
り
、
市
内

の
拠
点
配
水
池
の
整
備
は
す
べ
て
完

了
し
ま
し
た
。

宮
澤
市
長
は
あ
い
さ
つ
で
、「
水

道
事
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く

変
化
し
て
い
る
。
水
道
事
業
は
市
民

生
活
に
密
接
に
結
び
つ
い
て
お
り
、

忌
憚
な
く
意
見
を
交
わ
し
て
ほ
し

い
」
と
述
べ
ま
し
た
。

審
議
会
は
今
後
、
上
下
水
道
事
業

の
有
識
者
10
人
に
よ
り
議
論
が
行
わ

れ
ま
す
。

完成した白ワインを贈った池上文康さん（左から２人目）

12 月 1 日の入賞者表彰式　（主催：市租税教育推進協議会）
諮問書を受ける飯沼会長（写真右）耐震化工事が行われた上長尾配水池

次代を担う中高生の皆さんに、税への理解を深めて
もらうため、作文とポスターを募集しました。応募数
は作文 851 作品、ポスター 320 作品。このうち、作文
34 作品、ポスター 12 作品が入賞しました。受賞者は
次の皆さんです。（敬称略）
問税務課諸税係（471・2484　672・2065）

【作文の部】 ▶松本税務署長賞　金子リサ（豊科高）、髙
橋幸汰朗（穂高商業高）　▶長野県租税教育推進協議会
長賞　大久保美初（穂高商業高）　▶長野県納税貯蓄組
合連合会会長賞　小澤颯良（堀金中）　▶松本地区納税
貯蓄組合連合会会長賞　和田実咲（豊科南中）、橋詰奈
津（豊科北中）、成田道哉（穂高西中）、元木実優（三郷中）、
堀井笑佳（堀金中）、前山琳太郎（堀金中）、野沢静玖（明
科中）　▶松本地区歴代国税モニター会長賞　古畑優莉

（南安曇農業高）　▶安曇野市長賞　飯沢倫子（穂高商業
高）、宮本暁（穂高商業高）、丸山柊（豊科南中）、古川
楓馬（豊科北中）、坪田知子（穂高東中）　▶安曇野市教
育委員会賞　古澤多笑（豊科高）、宇井悠（南安曇農業高）、
舟山ちひろ（穂高商業高）、山本晃司（穂高商業高）、青
山彩菜（穂高商業高）、宮澤彩那（穂高商業高）、大谷麻
綺（豊科南中）、安田みずき（豊科北中）、村上桜凪（穂
高東中）、臼井優月（穂高西中）、小林美公（穂高西中）、
林奏芽（穂高西中）、宮川里紗（三郷中）、井藤圭都（堀
金中）、中嶋望玖（堀金中）、小松純也（堀金中）　加々
美花音（明科中）　

【ポスターの部】▶安曇野市長賞　阿部由凛（豊科南中）、
横山笑心（豊科南中）、上條由羽里（豊科南中）　▶安曇
野市教育委員会賞　佐藤かすみ（明科高）、丸山里桜（豊
科南中）、宮澤眞（豊科南中）、萩原明香（豊科南中）、林寿々
子（豊科南中）、古幡夏実（豊科南中）、渡辺陽介（豊科
北中）、寺沢奏有（豊科北中）、野村結奈（豊科北中）

税に関する作文・ポスターの入選者表彰


